
住　　居

2Ha－1

６月２日（日）第Ｈ会場　午前9 :15～12 : 00

C(社)日本家政学会

選択室温下での子供と成人の温熱反応に関する研究

○都築和代＊　大中忠勝＊＊　栃原　裕* ＊＊　加藤佐枝子＊＊＊＊

(＊生命工学工業技術研、* *福岡女大、＊＊＊公衆衛生院、　＊＊＊＊実践女大)

　目的　快適温度や温熱反応に及ぼす年齢の影響についての研究は多数あるが、そのほと

んどが高齢者を対象としたものであり、家庭内で養育されている子供を対象とした研究は

非常に少ない。本研究では、日常的に暴露されることが多いと考えられる温熱的中性域で

の子供と成人との温熱反応を比較し、その違いを検討した。

　方法　人工気候室に一組の母子を滞在させ、母親に室内からスイッチ操作をさせた。母

子の着衣は同素材、同型の半袖Ｔシャツとショートパンツとした。最初の設定は気温25℃

帽対湿度5O‰であり、スイッチはo,4℃/分の温度変化をする時の室温の上昇・下降方向を

決定させるものであった。温熱反応としては、皮膚温、直腸温、心拍数が測定された。

　結果　スイッチ操作時の最高温度は１回目29.re、2回目27.8°Cであり、最低温度は１

回目24.2°C、2回目25.2°Cで、ともに１回目と２回目の間に有意な差はなかった。

McIntYre(1975)にならい決定された選択温度は１回目26.7r.、2回目26.2℃とこれについて

も有意な差を認めなかった。最高最低温度時点の平均皮膚温ならびに直腸温には母子間に

有意な差は認められなかった。しかしながら、被験者毎の室温と平均皮膚温との関係をみ

ると、母親よりも子供の平均皮膚温の変化は速やかで、温熱的中性域の室温変動に対して

も子供の皮膚温反応は影響を受けやすいという結果が示された。
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高齢者の温熱適応能力と暖身器具との関連

　　　　　　　　　　　　○五十嵐由利子　　　李　周枡　（新潟大教育）

＜目的＞　日本の住宅は従来開放的な造りであったため、居室を暖めるというより■m燧や

火鉢などの暖身器具の利用が長く、暖房器具が普及した現代においても矩燧の利用は続い

ており、特に高齢者で利用率が高い。このような暖身器具によって身体め一部を暖めた状

態から低温環境への移動に対し、高齢者がどのように適応しているか、また問題点はない

かを明らかにすることを本研究の目的とした。
＜方法＞　20℃の暖房室とlit:の非暖房室を実験室内に用意し、暖房室内にmmを設置

した。被験者は健康な高齢者（女性）6名と比較検討のために若年者（女子大生）4名と

した。暖房室内で実験の準備をし（30分以上）、m燧で35分間暖をとり、次に非暖房室

に移動し、10分後に暖房室に戻り、実験開始より100分を１回の実験とした。この間、皮
膚温・血圧一口腔温・脈拍の測定と温冷感・快適感の主観申告の聞き取りを行った。

＜結果＞　各測定項目とも高齢者の方が個人差が大であり、脈拍以外の項目で、非暖房室

への入室及び出室に伴う変動は、若年者より遅かった。しかし、保温された脚部の皮膚温

の低下が若年者より小さかったため、若年者について高齢者と同程度の着衣状況にした追
加実験を行った。その結果においても同様な傾向が見られ、矩蛙で身体の一部を暖め、

lot:の温度差のある空間に10分間暴露するという今回の実験方法でも、高齢者の適応の

仕方が若年者のそれと異なることがわかうた。また、温冷感については、非暖房室では若
年者より遅れ、出室後は若年者より早く暖かいと申告していた。
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